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中本 謙
宮古来間方言の音韻
1.はじめに
来間島は､宮古本島の南西に位置する面積2.83km2の風光明裾な小さな島である｡
言語的には､琉球方言区画上､宮古方言のうち宮古本島中部方言に属する｡
先行研究としては､中本正智1976r琉球方言音韻の研究Jで宮古諸方言の音韻の一
つとして来間方言の音韻の特徴が簡単に述べられている程度である｡また､琉球大学
沖縄文化研究所1968r宮古諸島学術調査研究報告｣に来間方言の資料が報告されてい
るが体系化はなされていない｡
調査は平成9年8月下旬から9月上旬にかけて､基礎語嚢調査票を中心に臨地調査を
行った｡話者は奥平キク氏く1'である｡
2.音韻体系
2.1.音素
来間方言には､これまでの調査によると25個の音素が認められ､次のように分類で
きる｡
母音音素 /ie i a u o /(6個)
半母音音素 /j w /(2個)
子音音素 /' k 9 td c ～ z r n ∫ v p b m /(15個)
拍音素 / Q N /(2個)
2.2.拍構造
来間方言の拍構造は次のとおりである｡
/C//CV//CSV//Q//N/
(C-子音､V-母音､S-半母音､Q-促音､N-擬音)
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2.3.音素の特徴と具体例
母音音素
来間方言の母音は中舌母音の/i/が音韻的に意味を弁別する機能を持ち､狭母音と
して/i//i//u/の3音素が認められるところに特色がある｡ 来間方言の/i/は､音声的に
摩擦吸音を伴って発音されることがある｡【psitu](人)のように無声子音と結合する
ときは【S]を伴い､【bZi:mi](滑る)【mju:zi](姪)のように有声子音と結合するとき､
または単独であらわれるときには【Z】を伴う｡ この摩擦喚音を伴う/i/は宮古方言の特徴
であるが､来間方言の/i/は比較的摩擦が弱く､特にルi/においてはほとんどtz】を伴わ
ない｡
来間方言の/u/は音声的に【u]の他に次のように【U]があらわれる｡
lma:su](塩)【nudu](喉)【duku](毒)【nunu](布)
/e/､/o/は､【kumagke:】(こちらへ)Uune:】(夜)【po:】(這う)【aro:】(洗う)【no:si】
(治す)のように母音の融合による長音が多くあらわれるが､ua:ne】(屋根)【m:bo】
(勝)【p争tO](鳩)のように短音く2'もみられる｡/e/は､/o/に比して語例が少ない｡
狭母音音素
来間方言の狭母音音素は/i/､/i/､～/であり､これらは次のように音韻的対立を示す.
/ma'i/【mai】(節)
/ma'王/【ma王】(米)
/'a'王/【aI](ある)
/'a'u/lau](育)
/ti/lti:](S)
/tuu/ltu:](+)
???
? ?
? ? ? ?
?
(A):(ち)=/i/:/i/
(C):(D)=/i/:/u/
(E):(F)=/i/:山/
/i/(前舌 ･狭め音)
litsi](息)【kui](声)【tlibi](尻)
/i/(中舌 ･狭め音)
lz王zu](負)【nai】(実)【sipudzi](育)
～/(奥舌 ･狭め音)
luipSitu](老人)uum](弓)【f甘kuru](袋)
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半狭母音音素
来間方言の半狭母音は/e/､/o/であり､これらは､次のように音韻的対立を示す｡
/Qfe/lffe](閉める)
/Qfo/lffo](食べる)
(G):(H)=/e/:/o/
/e/(前舌 ･半狭め音)
lkjo:de:】(兄弟)【piJe:pile](寒い)【f甘te:】(ひたい)
/o/(奥舌 ･半狭め音)
lo:ja:】(喧嘩)【no:巧】(治る)【aro:】(洗う)【fo](食べる)
広母音音素
来間方言の母音音素は/〟であり､次のように音韻的対立を示す｡
ACaa/lka:】(JH)
此i/lki:】(木)
伽u/lku:】(粉)
A(oo/lko:】(買う)
/Qね/【ffa](千)
/Qfe/[fe](閉める)
(り
(∫)
(K)
(L)
(M)
(N)
(I):(J):(K):(L)=/a/:/i/:～/:/o/
(M):(N)=/a/:/e/
/〟(中舌 ･広め音)
lag9a](柿)【p争taratSi】(働 く)【bita](脇の下)
半母音音素
来間方言の半母音音素は〝､/W/であり､これらは次のように音韻的対立を示す｡
/'wa〟【wa:】(豚)
/'jaa/Ua:】(衣)
ACjuu/lkju=】(今日)
A(uu/lku:】(粉)
(A):(B)-/W/:/j/
(C):(D)-/j/:≠ (ゼロ)
? ? ? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ? ?
?
?
?
?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
?
? ? ? ?
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/j/は盛んに用いられ､/'･k･g･t･d･S･r･n･p･m/と結合し､/a･u･o/に接続
する｡
〝に対し/W/は､ほとんど用いられず､/'wa/の拍のみである｡
/i/(前口蓋 ･狭め音)
uam](病気)uu:】(港)Lio:jo:】(弱い)【mkjambanas王】(昔話)【g9jamunu](苦い)
latja:da](あんまり)【idjo:】(出会う)【Ju:](祖父)【f甘kurju:m](膨らゎ)【nja:bi]
(真似る)【pja:munu](早い)【mju:Zi】(甥)
/W/(両唇 ･狭め音)
lwa:】(豚)【wa:tSits王】(天気)
子音音素
来問方言の子音音素の特徴は､次のとおりである｡
①h/(喉頭 ･摩擦 ･無声音)が認められない｡また､沖縄方言などで認められる/?/
(喉頭 ･破裂音)も来間方言では認められず､強調して発音する時にlTut甘tU](弟)
【?am】(鍋)のように音声的にあらわれる程度である｡
②喉頭化の有無による音韻的対立が認められない｡
③唇歯音/臥 /V/が音素として認められる｡
㊤ nd/-/ci/､/gi/-/zi/の現象がみられる.
ltsin](着物)【tsinu】(昨日)【natsi】(泣く)【p争tS王】(吐く)【fudzi](釘)
lpadzi】(足)【mud卓】(麦)【kudB](漕ぐ)
⑤【dz]-【da]の現象がみられる.
lad3a](症)【d3a](座)【kud3ara](小皿)
⑥ル/､/m/は単独で拍を形成し､/C/構造く3'をなす.
【mts王】(追)【kamtujum】(育)【kam](神)uum】(読む)【Ⅴ:】(売る)
【nivmunu】(鈍い)【kav】(被る)【pav】(舵)
喉頭音素
来間方言の喉頭音素は､/I/である｡
/'usi/【usi](臼)
伽S王/【kvsi】(腰)
(A):(B)-/I/:化/
/I/(喉頭 ･摩擦 ･有声音)
litsi](息)【nal'](実)【ami](雨)【o:darafu](痩)【ui](上)
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後口蓋音素
来間方言の後口蓋音素は肘､/9/であり､これらは次のように音韻的対立を示す｡
伽zuu/lkudSu:】(九十)
/9uZuu/[9ud3u:】(五十)
(A):(B)=此/:/9/
〟 (後口蓋 ･破裂 ･無声音)
lki:】(木)lkumagke:】(こちらへ)【karadz王】(葉の毛)【kui](声)【ko:dzi】(敬)
/9/(後口菱 ･破裂 ･有声音)
lpigi](髭)【tsimuka9e:】(親切な)【ag9a](柿)【uta90=】(疑う)【tsiguSi】(膝)
前口蓋音素
来間方言の前口蓋音素は､/t/､/d/､/C/､/S/､/Z/､/r/､/h/であり､次のように音韻的
対立を示す｡
/tus王/【t甘Si】(年)
仙S王/【dusi】(友達)
伽na/lbana](氏)
A)ata/lbata](腹)
伽 si/【kvs王】(腰)
伽 Z王/【kudzi】(漕ぐ)
/C王C王/【tsits王】(開く)
/C王S王/【tsisi】(乳)
ACara/lkara](から)
佃ta/lk8ta](方向)
/tiN/ltin](天)
/siN/lIin](A)
(A)
(B)
(C)
(D)
(E)
(F)
(G)
(H)
(Ⅰ)
(∫)
(K)
(L)
(A):(B)=N:/d/
(C):(D)=血/:〟
(E):(F)=/S/:/d
(G):(H)=/C/:/S/
(I):(J)=/r/:/I/
(K):(L)=/I/:/S/
〟 (前口蓋 ･破裂 ･無声音)
lti:】(辛)【f甘te:】(蘇)【tamunu】(蘇)【pirato:】(帰る)【butu](夫)
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/d/(前口蓋 ･破裂 ･有声音)
【tandiga:tandi](ありがとう)【kjo:de:】(兄弟)【sida](舌)【pal'fvts王ndo:】(入口に)
【du:】(体)
/C/(前口蓋 ･摩擦 ･無声音)
ltJibi](尻)【tsits王](聞く)【mi:tJagiag9a](醜い娘)【tlu:tJu:】(強い)
/S/(前口蓋 ･摩擦 ･無声音)
【Ji:9u】(小刀)【押S王】(棉)【niJe:】(青年)【sanadzi】(樺)【so:kibuni】(あばら骨)
【Ju:】(祖父)
/Z/(前口蓋 ･摩擦 ･有声音)
ld3i:】(杖)【mudzi】(麦)【lu:d3aira](羨む)【d30=ka王】(好む)【d3u:】(局)
〟 (前口蓋 ･弾き音)
lpurimunu](馬鹿な)Du9are:bu9are=】(痩れる)uara:jara:】(柔らかい)
lpsi9urO:pi9urO=】(冷たい)【ki:ru](黄色)
血/(前口蓋 ･鼻音)
lnitsi】(熟)tiune:】(夜)【aJna](母)【num](飲む)【no:zi](治る)
唇歯音素
来間方言では､唇歯音素として/臥 /V/が認められ､次のように音韻的対立を示すo
/Qfh/[fa](千)
/Ova/lvva](あなた)
(A):(B)=/i/:/V/
/I/(唇歯 ･摩擦 ･無声音)
lmi:fi:SamatJe](ごらんなさい)【ffe](閉めろ)【faimunu](食べ物)【f甘Si]･(棉)
【肋】(食べる)
/V/(唇歯 ･摩擦 ･有声音)
【pav】(舵)【ivvi】(こわがる)【avva】(おまえ)
両唇音素
来間方言の両唇音素は/p/､ル/､/hVであり､次のように音韻的対立を示す.
/pang/lpana](花)
ルana/lbana](民)
/par〟【para】(柱)
/mara/lmara](陰茎)
(A):(B)=/p/:仲/
?? ? ? ?ー? ? ? ? ?? ? ?? ? ?
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(C):(D)=/p/:伽/
/p/(両唇 ･破裂 ･無声音)
lpi:】(展)【psltu](人)【pana](花)【upumudz王】(大麦)【S壬po:jupo:]､(方角)
A)/(両唇 ･破裂 ･有声音)
luibi](指)【kab王】(級)【dz王bera](ずるい)【iba:iba](狭い)【so:kibuni](あばら骨)
po:】(棒)
/m/(両唇 ･鼻音)
lmipa9a](盲目者)[itsi:me:】(いつも)【dz王mami](落花生)tmmamunu](おいしい)
【mo:to:】(真っ直ぐな)
拍音素
来間方言の拍音素は/N/､/Q/であり､次のように音韻的対立を示す｡
/Qfum/lffum](踏む)
伽m/【軸m】(雲)
raNna/lanna](%)
/'ana/[ana](穴)
(A)
(B)
(C)
(D)
(A):(B)-/Q/:≠ (ゼロ)､(C):(D)-h</:≠ (ゼロ)
/Q/(成拍的 ･促音一口腔)
lffasi](釣る)【avva](抽)【baJIi](忘れる)
か/(成柏的 ･鼻音一鼻腔)
lnta](土)【mbas1-](伸ばす)【agga](柿)【kan](蟹)【tin](天)
3.音韻対応
3.1.母音の対応
来間方言の母音は､共通語の母音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ア イ ウ エ オ
来間方言 a lJ u 1 u
語例
【a:】(莱)【ami】(雨)【pana】(鼻)
ltsisi】(乳)【pidai】(左)【adz王】(咲)
lits王】(息)【ni:王】(煮る)【mim](耳)【ki:】(木)
lus王】(臼)uu:](港)[fusa](辛)
【ida】(枝)【ti:】(辛)【ka9i】(影)
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【usi】(押す)【kuri】(これ)【mumu】(物)
ただし､共通語のりに対応するもののうち､/C･S･Z/直後のh/には､/i/が対応する｡
lts王mi](爪)【usi】(臼)【midz王】(水)【kidzi】(倭)
また､共通語の第1拍目が狭母音で第2拍目に/m仙/がある語は､来間方言では第2拍
目の鼻音にひかれ逆行同化により､【mmari王】(生まれる)【m amunu](うまい)【nnab王
kai】(いなぴかり)のように第1拍目の狭母音は擬音か/となる｡
来間方言では､上掲の対応関係の他にtja:ne](屋根)【kabe](壁)【p争tO](鳩)のよ
うに､語例は少ないが､共通語のエに対応する/e/､共通語のオに対応する/o/がみられ
る｡
連母音は､次のように対応する｡
共通語 アイ アウ アエ アオ オエ ウエ
来間方言 ee､a'i oo a'i o u'i u'i
語例
lkjo:de:](兄弟)【karaba1-](灰)【naro:】(習う)【tsiko:](使う)【pai](南)【no:i】
(治る)【kui】(声)【ui](上)
ただし､【mainit盛】(毎日)【au](育)のようにアイが/a'i/､アオが/a'u/となる例もみ
られる｡
3.2.子音音素の対応
力行子音
来間方言は共通語の力行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 カ キ ク ケ コ
来間方言 ka c王 fu ki ku
語例
【ka:】(皮)【kam】(神)
ltsimu](肝)【dtsi】(敬)【tsibatsi】(哩)
【f甘Sa】(辛)【if甘Sa】(戟)
lkifu](煙)【kidamunu](戟)
lkui](声)【kui】(越える)
来間方言では共通語のキに対応するものは､ACI/-/C王/により/ci/となっているが､次
のように/ci/にならない例もみられる.
tki:】(木)【ki:ru](黄色)
lkur-]に対応する【f-]があらわれる.
lffima](来間島)【fdmunu](食べ物)【famunu](暗い)【fAl](黒)
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ガ行子音
来間方言は共通語のガ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ガ ギ グ ゲ ゴ
来間方言 9a Z1 9u 9i 9u
語例
lna9a:naga](長い)【kagam](鏡)
【mudz王】(麦)【軸dz王】(釘)
【kagil(影)【pagi】(禿げ)
【S王9u】(すぐ)【軸9u王】(ふぐり､皐丸)
lgudau:】(五十)
共通語のグに対応する/V/もみられる｡
【do:Ⅴ】(道具)
サ行子音
来間方言は共通語のサ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 サ シ ス セ ソ
来間方言 sa sl- si si su
語例
【S争ta】(砂糖)【f甘Sa】(辛)
lsida](舌)【f甘Si】(櫛)
【si:munu】(酸っぱい)【usi】(臼)
【S叫 (級)【aJi】(汁)
【sumi】(染める)【sudati】(育つ)
ザ行子音
来間方言は共通語のザ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ザ ジ ズ ゼ ゾ
来間方言 za zi z王 zi zu
語例
lad3a](症)【kid3am](刻む)
ldz王:】(辛)
【kidzi】(倭)
【kad3i】(風)【maddzi】(混ぜる)
lkud3u](去年)
タ行子音
来間方言は共通語のタ行子音と次のような対応関係を示す｡
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共通語 夕
来間方言 ta
チ ッ テ ト
ci ci ti tu
語例
lta:](防)【p争taratSi】(働 く)
ltsikara](力)【f甘tSi】(ロ)
【tsitsi】(突く)【itsi】(いつ)
lti:】(辛)【titsi】(敬)
lt甘Si](年)【tu:】(十)
共通語のチ､ツに対応する/si/の例もみられる｡
lts王S王】(乳)【siiduitsi】(ついて行 く)
ダ行子音
来間方言は共通語のダ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ダ ヂ ヅ デ ド
来間方言 da zi zi di du
語例
lpidai](左)【idasi】(出す)
ldz王:】(也)【adz王】(味)
【midzi】(水)【S王血im】(沈む)
【udi】(腕)
【kadu】(角)【madu】(忠)
ナ行子音
来間方言は共通語のナ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ナ ヌ ネ ノ
来間方言 na nl､N m､N nl nu
語例
lnabi](鍋)【pana](鼻)
lni:王】(煮る)【nig9in](人間)【kan](蟹)
lnus王】(主)【nuzi】(塗る)【in](犬)【tsin](着物)
lni:】(根)【niv](渡る)
【nukui】(残る)【tsim】(角)
ハ行子音
来間方言は共通語のハ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ハ ヒ フ へ ホ
来間方言 pa p王 fu pi pu
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語例
【panal(花)【pa:】(刀)
lpitu】(人)【pika1-](光)
lf甘kuru](餐)lfvta:tsi】(二つ)
【pi:】(展)
【punil(骨)【pu王】(彫る)
バ行子音
来間方言は共通語のバ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 バ ビ ブ ペ ポ
来間方言 ba bi v bi bu
語例
ltsibatsi](哩)【S王baZi】(縛る)
ltabi](旅)【ibi9an](海老)
【kav】(被る)【pav】(蛇)【nivmunu】(鈍い)
lnabi](鍋)
【ts王bu】(義)【ubui】(覚える)
マ行子音
来間方言は共通語のマ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 マ ､ ム メ モ
来間方言 ma ml､N mu､N m mu
語例
lmami](豆)【marrnaka](真ん中)
lmidzi】(水)【mtsL'](追)【p8Sam](ハサミ)【am](網)
【muku](婿)【mud](虫)【kam](噛む)【m:tsi】(六つ)
lmi:】(目)【t盛mi](爪)
lmunu](物)【mutsl'](持つ)
ヤ行子音
来間方言は共通語のヤ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ヤ ユ ヨ
来間方言 'ja 'ju 'ju
語例
Uatsi】(焼く)Uama](山)
Uu:](港)【maju](眉毛)
tjum](読む)tiu:tsl']佃 つ)
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ラ行子音
来間方言は共通語のラ行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ラ リ ル レ ロ
来間方言 ra 'i ru ri ru
語例
lkud3ara](小皿)【tura](皮)
ltu王】(鳥)tjazi](檎)
【sinlS王】(印)【sim】(汁)
lkuri](これ)【mmarii:】(生まれる)
【f甘kunl】(袋)【iru】(色)
ただし､/i/の直後の〟がノS/となる語もみられる｡
lpisima】(昼間)【tsisi](切る)
ワ行子音
来間方言は共通語のり行子音と次のような対応関係を示す｡
共通語 ワ ヰ ヱ ヲ
来間方言 ba b王 bi bu
語例
lban](私)【bana](わな)【bakamunu](若者)
【bi】(ゐる､坐る)
【bikidumu】(男)
lbutu](夫)pubama](叔母)
共通語のハ行点呼によるり行子音は､来間方言では､【ka:】(川)【ma:zi】(回る)
【a:】(莱)のように/W/が脱落している｡
【注】
1)大正10年9月2日生まれ (79歳)､生まれてから現在まで来間島に在住｡
2)これらの帯は､中年層ではua:ni一(屋根)【m:bu](肺)となることから､単に共通語の影響で
はないように思われる｡この短音については､野原1991でも認められている｡
3)【m】【Ⅴ】をそれぞれ/M/構造､〟/構造とする解釈も可能である｡
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